
2050年カーボンニュートラル社会実現に向け、再生可能エネルギー
促進が求められています。それには連系送電網の整備が必要です。
ニュージェックでは送電網の高経年化対策・連系線の新増設の調査
設計業務を通じ、GX推進に貢献をしてまいります。
さらに地球温暖化に伴い甚大化している自然災害にも対応しています。

<対応可能な業務例＞
●架空送電設備のルート検討、測量、地質調査、
送電鉄塔の装柱検討、架空送電鉄塔及び基礎の構造
設計など、総合的な調査設計を実施します。

●地中送電設備のルート検討、管路設計、人孔設計、
ケーブル敷設設計・橋梁添架設計、推進・シールド
洞道の設計を実施します。

●送変電設備の概算コスト評価検討にも対応します。

●再生可能エネルギー連系送変電設備の調査設計・概
算工事費算定も対応します。

※図は水力幹線の標準的な架空送電設備と鳴門淡路大橋に添架された地中送電ケーブルです。これらの基幹系重要送電インフラ設
備改修に伴う調査・設計にも携わっています。

●送電鉄塔敷地の斜面崩壊など緊急調査・対策設計も対応できます。
●既存送電設備の健全性評価検討も実施します

送電設備周辺で発生した土砂崩壊による応急復旧の様子です。

送配変電設備調査設計



提案する具体的な技術と業務実績
◆◆ 送配電グループが提案する具体的な技術

◆◆ 送配電グループの主な業務実績(2023.04)

https://www.newjec.co.jp
TEL. 06-6374-4046 送配電グループ統括 曽我 学

Mail: sogamn@newjec.co.jp

お問い合わせ・ご質問につきましては以下までお願いいたします

・長大アーム仮預け設計の検討
・複合地盤反力法による基礎設計(深礎基礎）
・包み込み工法設計
・架地接続鉄塔基礎の人孔一体設計
・UAVを利用した崩壊法面の測量及び安定性の検討
・送電鉄塔基礎の安定化対策（基礎補強）
・特殊基礎設計（狭隘地、軟弱地盤、河川管理区域等）
・工事中荷重条件の集約(個別設計対応）
・地形評価による鉄塔位置の検討（調査計画段階でのリスク低減）
・軽量ボーリング
・音響トモグラフィ地盤探査
・変電所機器基礎及び管路一体設計

・近接施工評価検討（道路、河川、下水他大型建造物）
・送電鉄塔基礎付近の土砂崩壊による安定性検討・対策設計
・送電鉄塔基礎の変位計測、原因究明
・送電鉄塔+基礎の耐震設計検討
・レベル2地震に対する斜面安定性検討
・回転杭設計

https://www.newjec.co.jp/
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